









1933 年 1 月，ヒトラーが政権を掌握し，2 月には国会議事堂放火事件が起きた。その放火事
件の翌日，ブレヒトはドイツの地を離れる決意をする。15 年にわたる亡命生活の始まりである。


















がないことであった。先に触れた 1953 年 6 月 17 日の暴動の際，ブレヒトは首相グローテヴォ






                                                  
1 Ingrid Pietrzynski : „Der Rundfunk ist die Stimme der Republik...“ Bertolt Brecht und der Rundfunk 





































                                                  
2 Bertolt Brecht : Werke. Große kommentierte Berliner und Frankfurter Ausgabe. Herausgegeben von 
Werner Hecht, Jan Knopf, Werner Mittenzwei und Klaus-Detlef Müller. Berlin und 
Weimar(Aufbau-Verlag), Frankfurt am Main(Suhrkamp Verlag) 1995. Bd. 27. S. 285. 以下，この全集か
ら引用する場合は，注釈を用いず，引用の末尾に巻数とページ数を記す。（例：3, 93） 
3 この章は，平成 19 年 2 月に発表した拙論「共存する批判と是認――ブレヒト『転機の書』におけるソ連



































                                                  
4 この語は，『転機の書』中いくつかの章に登場するが，現在支配している者たちが必要なくなった後に訪
れる理想的な状態を意味する。 





































































































































































































































































































                                                  
10 Mittenzwei は，1956 年 2 月に行われたフルシチョフのスターリン批判を耳にしたブレヒトの反応を以
下のように解釈している。「慎重で，多くを知りながらも，スターリンの多くを許してきたブレヒトも驚愕
した。（しかし）スターリンが社会主義的生産部門を立ち上げた限りにおいては，彼（＝ブレヒト）の怒り
は静められた。一度打ち立てられたものは，変更不可能だと考えたからだ。」(Werner Mittenzwei : Die 
Intellektuellen. Literatur und Politik in Ostdeutschland 1945-2000. 3. Auflage. Leipzig(Faber & 









































                                                  
11 これ以降，『処置』に関わる議論は，平成 19 年 10 月に発表した拙論「「事物の流れ」の中の共産主義―
















 2 人のアジテーター：私たちは見られません。 
 党支部長：ある者がけがをしても，その者は見つかってはならない。 


















        子供たちは尋ねる。誰が 
        重い船を引いてきたの，と。答えはこうだ： 




になる。ここに引用した場面は，4 人のうち 1 人が若い同志，もう 1 人が党支部長を演じるため，残りの 2
人がアジテーターを演じている。若い同志役の俳優は初めから存在しない。 
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            しかし，他人だけでなく，必要とあらば我々は我々自身をも
殺すであろう。 
           なぜなら，生きる者すべてが知っているように 




















                                                  
13 Yo-Sung Suh も同じ点に注目している。「個人はもはや，まがうことない存在であることに固執しない。
すべての者が交換可能なのである。」(Yo-Sung Suh : Das Opfer des Individuums und die Geschichte in 
den Stücken Bertolt Brechts und Heiner Müllers.  Aachen(Shaker) 2002. S. 168.) 
14 ただし，高橋宗五氏が指摘するように，「この教育劇で扱われる若い同志の『死』は比喩であり，決して
粛正がこの作品の主題ではない。」（高橋宗五：「合唱隊，仮面，主役の不在 ブレヒトと能，もうひとつの
出会い――『処置』を巡って」〔「ヨーロッパ研究」特別号〕2005 年，99 頁。） 
15 Frank Thomsen, Hans-Harald Müller, Tom Kindt : Ungeheuer Brecht.  Göttingen (Vandenhoeck & 






































大学論集（外国語外国文学系列）」第 27 号〕2000 年，94 頁。）「劇自体が大きな設問として演じる者の前
に立ちあらわれてくる。」（武隈喜一：「可能性としてのブレヒト――教育劇『処置』をめぐって」〔「新日本
文学」第 40 巻第 9 号〕1985 年，50 頁。） 
